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“つくしんぼ”はハンディをもつ子どもたちのための放課後活動のスペースです
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上で営業中!! アドレスは http://www.join-am.ne.jp/~tsukushi/ です
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さ
さ
え
る
会
ご
入
会
・
ご
更
新

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

志
田
様
、
和
田
様
、
松
浦
様
、
青

木
様
、
氏
原
様
、
松
井
様
、
林
様
、

森
様
、
松
本
様
、
神
長
様
、
船
木

様
、
み
な
み
風
の
会
様
、
大
石
橋

様
、
伊
藤
歯
科
医
院
様
、
小
川
様
、

嶋
田
様
、
山
下
様
、
南
様
、
桶
谷

様
、
福
田
様
、
光
幼
稚
園
様
、
岡

様
、
紺
野
様
、
池
沢
様
、
刈
屋
様

ご
寄
付
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

高
尾
様
、
箱
崎
様
、
坂
井
様
、
新

卓
様
、
五
味
様
、
高
橋
様
、
田
中

様
、
佐
藤
様
、
和
知
様
、
神
長
様
、

伊
藤
様
、
山
下
様
、
江
端
様
、
飯

塚
様
、
今
井
様
、
三
田
村
様
、
み

ず
の
圭
様
、
つ
く
し
野
伝
道
所
様
、

つ
く
し
野
中
フ
ェ
ス
タ
で
ご
寄
付

を
下
さ
っ
た
皆
様
、
障
害
児
教
育

フ
ォ
ー
ラ
ム
有
志
の
皆
様

(

９
～
10
月
）

　

公
園
で
遊
べ
な
い
子
ど
も
達
の

た
め
に
、
親
達
が
頑
張
っ
て
作
っ

た
場
所
な
ん
で
す
。

　

そ
の
こ
と
を
分
か
っ
て
く
れ
る

子
ど
も
が
…
…
ど
う
し
て
も
い
な

い
ん
で
す
よ
ね
。

そ
れ
で
も
い
い
の
か
も

　

た
だ
、
こ
ん
な
状
況
で
も
、
子

ど
も
達
が
遊
び
に
来
て
く
れ
る
こ

と
を
喜
ぶ
べ
き
な
の
か
な
、
と
も

思
っ
た
り
し
ま
す
。

　

少
な
く
と
も
「
あ
ん
な
と
こ
な

ん
か
に
遊
び
に
行
く
ん
じ
ゃ
な
い

よ
!!
」
と
か
親
に
言
わ
れ
て
な
い

証
拠
で
す
か
ら
。
つ
く
し
ん
ぼ
の

地
域
の
子
ど
も
達
が
障
害
児
の
存

在
を
特
別
な
目
で
見
て
い
な
い
証

拠
で
す
か
ら
。

　

た
と
え
残
像
で
も
、
目
の
隅
に

映
っ
た
障
害
児
達
の
姿
を
脳
裏
に

子
ど
も
が
い
っ
ぱ
い

　

つ
く
し
ん
ぼ
に
は
大
勢
の
子
ど
も

達
が
遊
び
に
来
て
く
れ
ま
す
。
上
は

中
学
生
か
ら
下
は
赤
ち
ゃ
ん
ま
で
。

　

中
学
生
の
目
当
て
は
、
バ
ス
ケ
ッ

ト
ゴ
ー
ル
で
す
。
庭
は
石
こ
ろ
だ
ら

け
な
ん
で
す
け
ど
、
大
人
用
の
バ
ス

ケ
ッ
ト
ゴ
ー
ル
が
あ
る
の
で
、
結
構

遊
べ
る
の
で
す
。

　

小
学
生
と
幼
稚
園
児
の
目
当
て
は
、

大
型
ブ
ラ
ン
コ
と
最
近
購
入
し
た
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
滑
り
台
＆
ブ
ラ
ン

コ
つ
き
の
ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ
ム
で
す
。

登
る
と
二
メ
ー
ト
ル
以
上
の
高
さ
が

あ
り
、
こ
れ
ま
た
結
構
楽
し
く
遊
べ

る
の
で
す
。

　

室
内
に
た
く
さ
ん
あ
る
オ
モ
チ
ャ

で
遊
び
た
が
る
子
ど
も
達
も
い
ま
す
。

フ
ァ
ミ
コ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
で
遊
び
た

が
る
子
ど
も
も
い
ま
す
。

嬉
し
い
？　

淋
し
い
？

　

来
て
く
れ
る
の
は
と
っ
て
も
嬉
し

い
の
で
す
。
た
だ
…
…
。

　

ハ
ン
デ
ィ
を
持
つ
つ
く
し
ん
ぼ
の

子
ど
も
達
と
遊
ぶ
こ
と
を
目
当
て
と

し
て
く
れ
る
子
ど
も
っ
て
、
な
か
な

か
い
な
い
ん
で
す
よ
ね
。

　

健
常
児
達
は
、
嵐
の
よ
う
に
大
勢

で
や
っ
て
来
て
、

一
緒
に
来
た
友
達

同
志
だ
け
で
遊
ん

で
い
る
の
が
い
つ

も
の
光
景
で
す
。

そ
こ
に
は
、
障
害

児
の
入
れ
る
隙
間
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

中
に
は
「
危
な
い
よ
!!
」
と
言
っ

て
、
遊
具
か
ら
つ
く
し
ん
ぼ
の
子

ど
も
達
を
追
い
出
す
子
さ
え
い
ま

す
。
つ
く
し
ん
ぼ
の
子
達
が
自
転

車
遊
び
し
て
る
の
に
、
注
意
を
払

う
こ
と
も
せ
ず
に
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
に
夢
中
に
な
っ
て
暴
れ
る
男
の

子
も
い
ま
す
。

　

そ
う
い
う
時
、
私
達
は
や
る
せ

な
い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
に
な
っ

て
し
ま
う
の
で
す
。

気
持
ち
は
分
か
る
け
ど

　

つ
く
し
ん
ぼ
に
遊
び
に
来
た
い
っ

て
気
持
ち
は
分
か
り
ま
す
。
フ
ェ

ン
ス
越
し
の
通
り
か
ら
は
遊
具
が

並
ん
で
見
え
、
ま
る
で
公
園
み
た

い
で
す
か
ら
。

　

で
も
、
つ
く
し
ん
ぼ
は
公
園
じ
ゃ

な
い
ん
で
す
。

あ
そ
び
に
く
る

み
な
さ
ん
へ
の
お
願
い

♪♪♪つくしんぼ日記♪♪♪

10月１日(木）天気 雨

とみんの日、でこの日は学校がお休み。

それでみんなで午前中からボーリングに行

きました。

みんな順番にゴロゴロゴロ……。ボール

のスピードが遅過ぎてタイムオーバーになっ

たり、途中でボールが止まってしまったり。

係の人、何度も呼んでスミマセン。

ガーター防止のロープも、最初から溝を

転がせばやっぱりガーター。うーむ、残念。

「ピッチャー第一球投げました!!」なんて

野球と間違えてる子もいましたっけ。

ちなみにハイスコアーはＭママの130。

でも息子の方は喜ぶ

わけでもなく、まっ

たくの知らんぷりな

んだよなあ……。

焼
き
つ
け
て
く
れ
た
ま
ま
大
人
に

な
っ
て
く
れ
れ
ば
…
…
。

　

こ
う
い
う
こ
と
っ
て
理
屈
じ
ゃ

な
い
と
思
う
の
で
す
。

少
し
だ
け
で
も

　

で
も
、
や
っ
ぱ
り
、
つ
く
し
ん

ぼ
に
来
る
か
ら
に
は
少
し
は
つ
く

し
ぼ
の
子
ど
も
達
と
遊
ん
で
欲
し

い
と
い
う
の
が
本
音
で
す
。
だ
け

ど
、
そ
れ
を
遊
び
に
来
る
子
ど
も

達
に
話
す
こ
と
は
、
私
達
に
は
な

か
な
か
難
し
い
の

で
す
。

　

出
来
る
こ
と
な

ら
、
子
ど
も
達
の

そ
れ
ぞ
れ
の
親
が

自
分
達
の
子
ど
も

に
話
し
て
く
れ
れ

ば
…
…
。

　

勝
手
な
お
願
い

す
ぎ
る
の
か
も
知

れ
ま
せ
ん
ね
。

第６回

つくしんぼガレージセール
のお知らせです

　勝手に恒例とさせて貰っている『つくしんぼガ

レージセール』をまたしても開催させて頂く運び

となりました。

　今年度からは「つくしんぼをささえる会」と

「父母の会」が主催し、収益はささえる会の方へ

入金、つくしんぼの運営と将来のために役立てさ

せて頂いております。

　皆様、ぜひぜひお越し下さいませ。

　なお、ガレージセールへの品物等の献品を広く

お願いしております。もしご家庭に不用な品物が

ございましたら、つくしんぼの方へご連絡頂けま

したら幸いです。取りに伺わせて頂きます。

　よろしくお願い申し上げます。

日にち 11月29日(日)

時間 午前10時～午後３時

場所　　フリースペースつくしんぼ内



　10月24日・25日のそれぞれに

行われたお祭りに足を運んで下さっ

たみなさん、本当にありがとうご

ざいました。

　つくしんぼではバザーとフーセ

ンつきのポップコーンを販売させ

て頂き、合計で約５万円ほどの収

入を得ることが出来ました。

　商売の下手なつくしんぼですが、

コツコツといろいろなイベントに

参加させて頂きますので、これか

らもよろしくお願い致します。

Ｓ
Ｓ
Ｋ
Ｐ “つくしんぼ”はハンディをもつ子どもたちのための放課後活動のスペースです

♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪

つくしんぼの活動時間は

月曜日～金曜日、放課後

～午後５時まででーす!!

♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪

交 遊 録

子どもの笑顔

小山 量子

つ く し ん ぼ

「フリースペースつくしんぼ」は、すご

い。すばらしい。何がかと言うと、障害

のある子が通う学童クラブを、創ってし

まったことです。そして、つくつく通信

を毎月発行していることです。内容はと

ても楽しく読みやすいです。

そして、つくしんぼに通っている親子・

ボランティアの方々が明るいということ

です。いろいろなことを語り合い、助け

合い、豊かな時間を共有できる仲間の存

在がそこにあるからです。

　人には言えない辛いこと苦しいことな

どたくさんあることでしょう。でも、共

に生きて行く仲間の輪をひろげていく、

力強さとたくましさを、すばらしいと、

私
た
ち
は
、
ハ
ン
デ
ィ
を

持
つ
子
ど
も
達
の
放
課
後
活

動
の
場
と
し
て
フ
リ
ー
ス
ペ
ー

ス
つ
く
し
ん
ぼ
を
一
昨
年
五

月
に
開
所
し
、
お
か
げ
さ
ま

で
今
年
四
月
よ
り
補
助
金
を

頂
け
る
団
体
と
し
て
認
め
て

頂
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
公
的
資

金
だ
け
で
は
、
運
営
が
苦
し

い
こ
と
は
相
変
わ
ら
ず
で
す
。

そ
こ
で
皆
様
に
お
願
い
が

ご
ざ
い
ま
す
。
本
当
に
勝
手

な
お
願
い
で
申
し
訳
な
い
の

で
す
が
「
つ
く
し
ん
ぼ
を
さ

さ
え
る
会
」
に
入
会
し
て
は

頂
け
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
。

会
費
は
年
間
、
一
口
二
千

円
で
お
願
い
し

て
お
り
ま
す
。

会
員
に
な
っ

て
頂
い
た
方
に

は
、
毎
月
、
こ

の
機
関
誌
「
つ

く
つ
く
通
信
」

お
届
け
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。

年
会
費
の
お

支
払
い
は
、
関

係
者
に
直
接
お

渡
し
頂
く
か
、
お
近
く
の
郵

便
局
よ
り
下
記
の
口
座
番
号

に
お
振
込
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

郵便振替口座番号 00120-7-168283

加入者口座名称 フリースペースつくしんぼ

編集後記
ごっ、ごめんなさいっ!!

通信の発行がまたしても一回

飛んでしまいました。

この通信を作成するパソコン

ソフトを使える人間が私しか

おらず、その私は生活費を稼

ぐ仕事で完全にカンヅメ状態

になっておりまして……。

(つくしんぼだけでは一家四人、

暮らしていけないのです)

つくしんぼの補助金額は、普

通の中堅サラリーマン一人分

の年収程度のものです。その

お金で運営費と職員の給料を

やりくりしている。本当はもっ

と欲しいのですが、減らされ

る可能性はあっても増えるこ

とはまずあり得ない。辛いと

ころです。

ずーっとお金の心配ばかり。

……って、また愚痴になって

しまった。m(__)m

～この通信を掲示、あるいは置かせて頂けるお店や施設等を探しています。よろしかったらご連絡下さい～

「
つ
く
し
ん
ぼ
を
さ
さ
え
る
会
」

ご
入
会
�
ご
更
新
の
お
願
い

横断歩道
あり

町谷原
交差点

バス停
(ĤğĨĽčĖ前)

「ニチパック前」
のバス停より

徒歩３分

町田街道

町田駅より「鶴間」
行きのバスに乗り

♪つくしんぼの地図♪

田園都市線「すずかけ台」駅からだと徒歩15分です

コンビニあり

発
行
所

東
京
都
世
田
谷
区
砧
６
～
26
～
21

身
体
障
害
者
団
体
定
期
刊
行
物
協
会

定価
50円

小川
交差点

ココです

あ
そ
び
に

き
て
ね
～

私は頭がさがる思いで感じています。

だから、微力ですが、つくしんぼの応

援団の一人として、できることがあった

らさせていただきたいと思っています。

私の学生時代は、オリンピックが終わっ

たばかりで、高度経済成長時代が来る少

し前でした。教師をめざしていた私は、

子どもと関われることに魅力を感じ「こ

ども会」というサークルに所属していま

した。簡単に言うと、大学生が子どもと

一緒に遊ぶサークルなのです。夏休みに

は、地方の小学校に行って『緑陰こども

会』を開き一週間ほどその土地の子ども

たちといろいろな計画を立てて遊ぶので

す。その間、自分たちは村の集会所など

を貸していただいて自炊生活をしました。

今振り返ると、本当に青春の一こまであ

り、生意気な若者を認め歓待してくれた

村の人々の心の広さを今になってすごい

ことだったのだと感謝している次第です。

関係のない話が長くなってしまいまし

たが、実はこのサークル活動の中で、私

は、障害をもった子と直接関わりをもつ

ことができたのです。ボランティアなん

て言うのも恥ずかしいような活動でした

が、いろいろな子どもたちと遊ぶことが

できました。日曜日になると、先輩の後

について養護施設にも出かけていきまし

た。さまざまな障害の子がいましたが、

言葉を話せる子も話せない子も、人の心

を見通す不思議な力を持っていました。

障害をもった子は、自分の心をうつす鑑

とも言えました。自分は、どう子どもた

ちと接すればいいのか、と考えるより、

「自然に、いっしょにいたい」と思える

ことが大切だと言えるようになるには、

しばらく時間がかかりました。

子どもたちから、いろいろなことを教

えてもらいました。それからずーっと、

私の心の根っこの所で、その時の子ども

たちの笑顔が、つながっているのだと思っ

ています。

「フリースペースつくしんぼ」の活動は、

全く新しい道を切り拓いています。誰も

挑戦できなかった道に、敢然と挑み、気

張らずに、でも、確実に一歩一歩進んで

いく勇気と実践力に、感

服しています。まだ小さ

いけれど、未来につづく

活動だと思います。

(小山先生は南つくし野小学校の校長先生です。

原稿、どうもありがとうございました)

つくし野中フェスタ＆町作連バザー
ご来場ありがとうございました。
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